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反
社
会
的
な
本
質
に
変
化
の
な
い
オ
ウ
ム
真
理
教

　

オ
ウ
ム
真
理
教
（
以
下
「
教
団
」
と
い
う
。）
は
、

平
成
一
九
年
五
月
、
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
へ

の
絶
対
的
帰
依
を
強
調
す
る
主
流
派
（「
宗
教
団
体

ア
ー
レ
フ
」）
と
、
松
本
の
影
響
力
の
払
拭し

よ
くを

装
う

上
祐
史
浩
代
表
を
支
持
す
る
上
祐
派
（「
ひ
か
り
の

輪
」）
に
内
部
分
裂
し
ま
し
た
。

　

主
流
派
は
、
二
○
年
五
月
、
綱
領
、
規
約
、
活
動

規
定
の
改
正
等
を
行
い
、
名
称
を
「
宗
教
団
体
ア
ー

レ
フ
」
か
ら
「A

leph

（
ア
レ
フ
）」
に
改
め
る
と
と

も
に
、
組
織
の
刷
新
を
図
り
ま
し
た
。
松
本
に
つ
い

て
は
、「
観
想
の
対
象
」、「
霊
的
存
在
」
と
い
う
一
二

年
以
降
の
位
置
付
け
に
変
更
は
な
い
も
の
の
、
松
本

が
提
唱
し
た
「
救
済
」
の
三
つ
の
柱
（
注
）
を
団
体

の
活
動
の
内
容
と
し
、
綱
領
を
改
め
た
「
宗
教
理
念
」

に
明
記
す
る
一
方
で
、
松
本
の
写
真
や
教
材
の
使
用

を
制
限
す
る
と
し
て
い
た
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
拠
点
施
設
で
は
、
松
本
の
写
真
が
掲
示
さ

れ
て
い
た
り
、
松
本
が
唱
え
る
マ
ン
ト
ラ
を
流
し
て

い
た
り
し
た
ほ
か
、
松
本
の
脳
波
を
信
者
の
脳
に
流

す
装
置
と
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
通
称
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
）
を

信
者
が
装
着
し
て
修
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
上
祐
派
は
、
教
団
に
よ
る
事
件
を
総
括
し

た
文
書
や
旧
教
材
の
廃
棄
状
況
を
公
表
し
、
松
本
か

ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
前
か
ら
の

信
者
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
か
つ
て
松
本

が
教
団
を
つ
ぶ
さ
な
い
た
め
に
別
の
宗
教
団
体
を
作

る
よ
う
指
示
し
、
そ
の
件
は
主
に
上
祐
に
任
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
、「
ひ
か
り
の
輪
」
の
設
立
前
後
に
お

い
て
も
、
幹
部
信
者
が
「
脱
麻
原
」
は
対
外
的
に
装

う
だ
け
で
あ
り
、
帰
依
の
対
象
は
松
本
で
あ
る
旨
の

発
言
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
主
流
派
は
、「
原
点
回
帰
」
路
線
を
一
層

進
め
る
一
方
、
上
祐
派
は
、
形
の
上
で
は
松
本
色
の

希
薄
化
に
努
め
、
観
察
処
分
の
回
避
に
全
力
を
挙
げ

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
教
団
は
、
一
二
年
二
月
か
ら
無
差
別
大
量

殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
公
安
調
査
庁
長
官
の
観
察
に
付
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
観
察
処
分
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
二
四
年
一

月
ま
で
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

オウム真理教の現勢

　
（
注
）「
救
済
」
の
三
つ
の
柱

　

松
本
は
、「
救
済
」
に
は
、「
人
々
を
病
苦
か
ら
解
放

す
る
」、「
こ
の
世
の
幸
福
を
も
た
ら
す
」、「
解
脱
、
悟

り
へ
と
導
く
」の
三
つ
の
柱
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
総
合
し
、

す
べ
て
の
魂
を
絶
対
自
由
・
絶
対
幸
福
の
世
界
で
あ
る

マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
へ
導
く
こ
と
が
救
済
計
画
の
究
極
の
目

的
で
あ
る
と
し
て
い
た
（
麻
原
彰
晃
著
「
マ
ハ
ー
ヤ
ー

ナ
ス
ー
ト
ラ
」）。

「
原
点
回
帰
」を
進
め
る
主
流
派
と

「
脱
麻
原
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
祐
派

１
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教
団
は
、
一
五
都
道
府
県
に
三
〇
箇
所
の
拠
点
施

設
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
団
は
、
依
然
と
し

て
多
数
の
信
者
用
居
住
施
設
を
維
持
し
て
お
り
、
出

家
信
者
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
居
住
し
て
、
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

教
団
報
告
に
よ
る
両
派
の
信
者
は
合
計
で
約

一
、〇
〇
〇
人
で
す
が
、
信
者
の
活
動
状
況
等
か
ら
、オウム真理教関係特別手配被疑者（年齢は20年11月現在）

実
際
の
信
者
数
は
約
一
、五
〇
〇
人
に
上
る
と
み
ら

れ
ま
す
。現
在
も
両
派
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
信
者
獲
得
を
図
り
、
組
織
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
．
特
別
手
配
被
疑
者
の
追
跡
捜
査
の
推
進

　

教
団
が
松
本
の
指
示
の
下
に
実
行
し
た
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
か
ら
一
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
、
全
国
警
察

を
挙
げ
て
教
団
の
テ
ロ
事
件
等
に
対
す
る
捜
査
を
強

力
に
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
松
本
を
始
め
と
す
る

教
団
幹
部
及
び
信
者
合
わ
せ
て
五
〇
〇
人
以
上
を
検

挙
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者
で

あ
る
平
田
信
、
高
橋
克
也
及
び
菊
地
直
子
の
三
人
は
依

然
と
し
て
逃
走
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
警
察
は
、
三
人

の
発
見
検
挙
を
最
優
先
課
題
の
一
つ
と
し
、
広
く
国
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
、引
き
続
き
捜
査
を
推
進
し
ま
す
。

二
．
違
法
行
為
の
厳
正
な
取
締
り

　

警
察
は
、
教
団
信
者
に
よ
る
違
法
行
為
に
対
し
て

厳
正
に
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

二
〇
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
取
引
に

お
い
て
不
正
な
手
段
で
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
「
資

金
源
確
保
を
目
的
と
し
た
私
電
磁
的
記
録
不
正
作

出
・
同
供
用
事
件
」（
九
月
、
滋
賀
）
で
主
流
派
出

家
信
者
一
人
を
検
挙
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
施
設
等

四
箇
所
を
捜
索
し
て
パ
ソ
コ
ン
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

等
関
係
資
料
約
一
、一
〇
〇
点
を
押
収
し
ま
し
た
。

オウム真理教施設の捜索状況

オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る

諸
対
策
の
推
進

３

２
組
織
拡
大
に
向
け
た
動
向


